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1―1 分野長あいさつ

学内RNA解析の推進

ゲノム研究分野長 下澤 伸行
ゲノム研究分野では DNA 受託シーケンス解析にマイクロアレイ、リアルタイム PCR、LC-MS／

MS、セルアナライザー、セルソータ、イメージングアナライザー、共焦点レーザーにタイムラプス
を可能にした細胞イメージング解析装置等を整備し、全学的な研究基盤を支えています。その中で、
研究支援の根幹をなす受託シーケンスに関しては、役員会の決定を受け、平成27年度末に学内政策経
費により老朽化した DNA シーケンサを更新し、安定した学内研究支援に取り組んでいます。また学
外からも従来の岐阜薬科大学に加えて岐阜県中央家畜保健衛生所より新規に受託解析を開始し、将来
の岐阜県の中央家畜保健衛生所と食品科学研究所の岐阜大学キャンパス内移転による研究基盤の共用
化、共同研究の推進に繋げていきたいと考えています。またゲノム研究分野全体の利用料収入も平成
16年度以降、順調に推移し、研究基盤の充実に還元しています（図1）。

平成28年度のゲノム研究分野の達成目標として DNA に加えて RNA 受託解析を立ち上げて学内の
トランスクリプトーム解析による研究基盤の推進を進めたいと考えています。まず RNA 自動抽出装
置を導入し、細胞や組織等より高精度の RMA を抽出する受託解析を開始します。その際にサンプル
はこちらから回収に伺い、抽出後の RNA も精度測定結果と併せてお届けします。さらにゲノム研究
棟に設置してあるスキャナーを用いたマイクロアレイの受託解析も開始予定で、リアルタイム PCR
と併せて、学内のトランスクリプトーム解析の活性化に繋がることを願っています。

引き続き、学内研究者向けには解析機器の講習会、最新の研究基盤を紹介するバイオトレンドセミ
ナーに加えて、研究基盤整備のための訪問調査も継続し、多くの学内研究者の要望を反映した研究基
盤整備を進めて参りたいと存じます。

その中で3名の教員も館内の研究機器を活用しながら、科研費、厚労省、農水省等からの外部資金
を獲得して自らの研究を進めるとともに、医学部、応用生物科学部、連合創薬の学生教育や社会貢献
に寄与しています。

受託解析はサンプル回収に出向いて結果を提供しますが、ゲノム研究棟内の機器利用については、
その設置場所から全学利用、特に医学地区からの利用には難点があります。館内には上述の解析機器
に加えて、図書コーナーも整備して、解析待ち時間も充実した時間が提供できる環境を整えています
ので、最新の生命科学系雑誌（実験医学、細胞工学、生物の科学 遺伝、現代化学、日経サイエンス）
を読みながら研究空間のひと時を過ごして頂くことをお待ちしています。
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1―2 ゲノム研究分野職員名簿（平成27年度）

⑴ 専任教員
1．教授（分野長） 下澤 伸行
2．准教授 須賀 晴久
3．助教 高島 茂雄

⑵ 非常勤職員（注：＊は、教員個人の研究費で雇用）

1．事務補佐員 小林 陽子
2．技術補佐員 平井 さやか（平成28年3月まで）
3．技術補佐員 脇原 祥子
4．技術補佐員 鷲見 真弓
5． 藤原 淑花（平成28年5月から）
6． 横山 由貴（平成28年6月から）
7．技術補佐員＊ 船坂 美佳（平成28年3月まで）
8．研究補佐員＊ 本田 綾子（平成27年9月まで）
9．技術補佐員＊ 豊吉 佳代子
10．技術補佐員＊ 大場 亜希子
11．技術補佐員＊ 川畑 文子（平成28年5月まで）
12．技術補佐員＊ 武本 詳子（平成27年12月から）
13．技術補佐員＊ 勝 友美（平成28年7月から）

⑶ 研究員
1．特別協力研究員 野原 大輔
2．特別協力研究員 本田 綾子（平成27年10月から）
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2 平成27年度利用登録者及び研究テーマ
（平成28年3月現在）

学 部 講 座 等 利用責任者 登録番号 登録
人数 研 究 テ ー マ

教育学 理科教育（生物） 古 屋 康 則 ED―03 8 魚類の進化に関する研究
教育学 理科教育（生物） 三 宅 崇 ED―06 4 生態系における生物間の相互作用
教育学 理科教育（生物） 須 山 知 香 ED―07 4 高等植物の系統解析
教育学 理科教育（地学） 勝 田 長 貴 ED―08 2 倒立顕微鏡を用いたマンガン酸化細菌の観察

地域科学 地域政策 向 井 貴 彦 RS―02 6 魚類の DNA 解析
医学 病原体制御書学 福 永 肇 MD―01 2 Galectin―9の結合性
医学 細胞情報学 中 島 茂 MD―03 3 免疫恒常性維持機構のメカニズム解明

医学 再生医科学 古 山 浩 子 MD―04 2 脳腫瘍に特徴的な遺伝子変異 IDH1を標的としたイメージ
ング用 PET プローブの開発

医学 腫瘍病理学 波多野裕一郎 MD―06 6 がん関連遺伝子の機能的意義を解明

医学 整形外科 秋 山 治 彦 MD―19 2 変形性関節症の新規治療薬を目指した MMP13の発現を抑
制する低分子化合物のハイスループットスクリーニング

医学 神経生物 中 川 敏 幸 MD―20 9 神経発生・神経変性機構の分子メカニズムの解明
医学 医療管理学 永 井 淳 MD―21 1 核 DNA ならびにミトコンドリア DNA の多型解析
医学 病態制御学 安 田 満 MD―22 9 尿路性器感染症分離菌に関する研究
医学 総合病態内科学 梶 田 和 男 MD―29 3 新たな前駆脂肪細胞の同定

医学 消化器病態学 白 上 洋 平 MD―34 1 受容体型チロシンキナーゼを標的とした EGCG，及び非環
式レチノイドによる肝線維化・発癌予防の検討

医学 再生医科学 青 木 仁 美 MD―36 3 色素細胞幹細胞の未分化維持機構の解明

医学 再生医科学 本 橋 力 MD―41 2 マウス神経堤細胞の遺伝子網羅的解析および細胞表現型の
解析

医学 病態制御学 長 岡 仁 MD―42 2 抗体記憶形成の分子機構
医学 神経統御学 山 口 瞬 MD―43 7 マウス・ラットの脳組織の遺伝子発現解析
医学 神経内科・老年学 林 祐 一 MD―44 2 家族性大脳基底核石灰化症の遺伝子診断

医学 生命機能分子設計 大 沢 匡 毅 MD―45 7 皮膚幹細胞システムをモデルとして幹細胞制御の分子的基
盤の解明

医学 免疫病理 竹 内 保 MD―46 2 粘液癌形質と関係する TMEM207の異常発現とそれにより
影響を受ける分子経路メカニズムの検討

医学 組織・器官形成 手 塚 建 一 MD―48 2 Zinc Finger Nucleases を用いたヒト歯髄細胞における
HLA-A2の遺伝子改変

医学 寄生虫学・感染学 前 川 洋 一 MD―51 1 宿主免疫機構の構築と機能制御に関する研究

医学 腫瘍病理学 丸 山 貴 司 MD―53 1 核内 IkB family 分子の免疫恒常性機構についての役割を明
らかとする

医学 皮膚病態学 清島 真理子 MD―54 4 皮膚疾患におけるセラミドの変化（マウス）
医学 病態情報解析医学 伊 藤 弘 康 MD―55 2 16S rRNA による微生物の同定

医学 病態制御学 松 田 修 二 MD―56 2 アルツハイマー病関連のペプチドに結合してくれる蛋白の
同定

医学 乳腺分子腫瘍学 二 村 学 MD―57 3 細胞の免疫蛍光染色
医学 内分泌代謝病態学 飯 塚 勝 美 MD―58 4 糖尿病発症における転写因子の役割の研究

工学 応用分子生物学 横 川 隆 志 EG―02 7 タンパク質合成系に関わる因子の遺伝子解析とその遺伝子
産物の機能解析

工学 生体反応工学 柴 田 綾 EG―07 7 創薬を指向した機能性オリゴ核酸の開発に関する研究

工学 生命情報工学 上 田 浩 EG―09 1 三量体 G 蛋白質シグナルによる Rho 低分子量 G 蛋白質を
介した細胞骨格制御機構の解明

工学 生体物質工学 石 黒 亮 EG―12 1 オリゴマータンパク質に対する圧力効果

工学 生命情報工学 森 田 洋 子 EG―13 6 神経損傷における酸化ストレスおよび小胞体ストレス経路
の役割

工学 機能材料工学 纐 纈 守 EG―15 2 異なる栽培条件によるベビーリーフの代謝プロファイリング



―20―

学 部 講 座 等 利用責任者 登録番号 登録
人数 研 究 テ ー マ

工学 生命情報工学 吉 田 敏 EG―16 4 酸化ストレスの皮膚代謝への影響

工学 物質機能工学 岡 夏 央 EG―17 1 核酸類縁体の化学合成に関する研究において、合成した化
合物の質量分析

応用生物科学 生産環境科学 岩 澤 淳 AG―02 3 動物のホルモンおよびホルモン関連遺伝子の定量に関する
研究

応用生物科学 生産環境科学 山 本 謙 也 AG―05 2 動物卵成熟過程における細胞骨格の役割
応用生物科学 獣医微生物学 福 井 博 一 AG―07 6 園芸植物の形態形質に関連する遺伝子解析
応用生物科学 食品生命科学 矢 部 富 雄 AG―08 9 食品成分による生体機能調節機構の解析
応用生物科学 分子生命科学 中 川 寅 AG―10 17 血圧調節機構レニン―アンジオテンシン系の生化学
応用生物科学 植物細胞工学 小 山 博 之 AG―11 15 環境ストレス耐性関連遺伝子の機能解析

応用生物科学 食品科学 中 川 智 行 AG―13 9

ラットの腸内微生物層の解析、メチロトローフ酵母のメタ
ノール代謝制御に関する研究、出芽酵母のストレス応答機
構に関する研究、新規乳酸菌の分離と応用、新規酵母の分
離と同定

応用生物科学 応用生命科学 岩 間 智 徳 AG―14 2 細菌の走化性
応用生物科学 応用生命科学 長 岡 利 AG―15 21 食品成分による脂質代謝関連遺伝子発現の総合解析

応用生物科学 応用獣医学 淺 野 玄 AG―16 6 センコウヒゼンダニ集団の遺伝疫学的解析、金華山イノシ
シの遺伝解析、外来哺乳動物に対する避妊ワクチンの開発

応用生物科学 獣医学 前 田 貞 俊 AG―17 7 イヌおよびネコの免疫介在性疾患における分子病態の解
明、犬の変性性疾患の病態解明

応用生物科学 獣医生理学 椎 名 貴 彦 AG―24 3 冬眠時の遺伝子発現変化の解析
応用生物科学 環境生態科学 土 田 浩 治 AG―25 7 昆虫の集団内構造の解析
応用生物科学 分子生命科学 光 永 徹 AG―27 4 植物ポリフェノールの構造解析に関する研究
応用生物科学 獣医解剖学 齋藤 正一郎 AG―29 2 脊椎動物脳における各種分子配列の解析
応用生物科学 獣医病理学 酒 井 洋 樹 AG―32 5 伴侶動物の腫瘍の分子生物学的解析
応用生物科学 獣医微生物学 福 士 秀 人 AG―36 4 ウマヘルペスウイルスの分子学的病原性機構の解析
応用生物科学 共同獣医学 西 飯 直 仁 AG―37 7 動物の代謝異常に関する研究
応用生物科学 生産環境科学 向 井 譲 AG―39 2 ヒノキ科樹種によるサワラの繁殖干渉に関する研究
応用生物科学 応用獣医学 杉 山 誠 AG―42 9 人獣共通感染症病原体の遺伝子解析
応用生物科学 獣医寄生虫病学 高 島 康 弘 AG―44 2 寄生虫病の診断と予防

応用生物科学 生物生産科学 西 津 貴 久 AG―45 12 蛍光顕微鏡および共焦点レーザー顕微鏡によるパン内のグ
ルテンネットワークの観察

連合農学 ゲノム微生物学 鈴 木 徹 AG―47 17 腸内細菌および皮膚常在菌のゲノム研究
応用生物科学 応用動物科学 松 村 秀 一 AG―51 7 哺乳類・鳥類の遺伝的多型の研究
応用生物科学 植物分子生理学 山 本 義 治 AG―52 9 植物プロモーター解析
応用生物科学 森林動物管理学 安 藤 正 規 AG―53 1 カモシカとニホンジカの詳細な食性解析
応用生物科学 生物有機化学 柳 瀬 笑 子 AG―55 3 薬用天然物由来生理活性物質の単離と構造決定
応用生物科学 獣医臨床繁殖学 � 須 正 規 AG―57 3 中型家畜における遺伝子改変に関する研究

応用生物科学 生物生産科学 只 野 亮 AG―58 2 ウズラのマイクロサテライト DNA マーカーの開発と遺伝
学的解析への応用

応用生物科学 応用生命科学 岩 橋 均 AG―62 5 酵母のゲノム研究

応用生物科学 植物遺伝育種学 山 根 京 子 AG―64 4 ワサビ、コムギなどの遺伝資源を用いた集団進化遺伝学的
研究

連合獣医 応用獣医学 浅 井 鉄 夫 AG―65 6 薬剤耐性菌の疫学

応用生物科学 生産環境科学 松 原 陽 一 AG―67 5 シソ科ハーブのメタボローム解析及び低耐塩性野菜の遊離
アミノ酸解析

応用生物科学 動物管理学 二 宮 茂 AG―69 1 ウマの欲求不満時の行動反応メカニズムに関する研究

応用生物科学 生産環境科学 楠 田 哲 士 AG―70 1 ライチョウの生息域外保全に向けた性判別と繁殖生理の解
明に関する研究

応用生物科学 獣医学 大 屋 賢 司 AG―71 3 病原微生物の診断法開発と病態解明
応用生物科学 生産環境科学 清 水 将 文 AG―72 5 内生菌茎葉処理によるトマト青枯病の抑制
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学 部 講 座 等 利用責任者 登録番号 登録
人数 研 究 テ ー マ

応用生物科学 食品生命科学 中 村 浩 平 AG―73 8 環境中原核生物の多様性解析、DNA フラグメント解析を
用いた食品トレーサビリティ判定法の確立

応用生物科学 生物生産科学 只 野 亮 AG―74 1 マイクロサテライトマーカーを用いた岐阜県下に生息する
野生イノシシの遺伝的集団構造の解明

応用生物科学 生物資源科学 上 野 義 仁 AG―75 1 光反応性ヌクレオシドの合成研究
連農 中 野 浩 平 AG―76 3 ジビエ肉の熟成による呈味成分の変化

連合創薬 医療情報学 桑 田 一 夫 DM―01 2 論理的創薬によるプリオン病またはインフルエンザの治療
薬開発

連合創薬 創薬科学 赤 尾 幸 博 DM―02 2 がん細胞由来膜小胞による制御性 T 細胞誘導
連合創薬 医療情報学 丹 羽 雅 之 DM―03 1 細胞内シグナル伝達のイメージング解析
流域圏 植生資源研究部門 景 山 幸 二 RY―01 10 植物病原菌の分類および生態学的研究

流域圏 水質安全研究分野 李 富 生 RY―02 5 自然水環境における微生物の動態と微生物を利用した水処
理に関する研究

生命科学 ゲノム研究分野 須 賀 晴 久 LS―02 8 フザリウム菌のゲノム解析
生命科学 ゲノム研究分野 下 澤 伸 行 LS―03 8 遺伝性疾患の診断、病態解明、治療法の開発
生命科学 嫌気性菌研究分野 田中 香お里 LS―06 4 細菌ゲノムのシーケンス
生命科学 機器分析分野 犬 塚 俊 康 LS―07 1 新規生物活性物質の探索研究
生命科学 機器分析分野 鎌 足 雄 司 LS―08 2 タンパク質の立体構造、揺らぎ、相互作用研究
生命科学 ゲノム研究分野 高 島 茂 雄 LS―09 1 ゼブラフィッシュのゲノム解析

岐阜薬科大学 医薬品情報学 中 村 光 浩 PH―01 4 脂質リピドミクスによる新規バイオマーカーの開発
岐阜薬科大学 医療薬剤学 北 市 清 幸 PH―03 4 危険ドラッグおよびその代謝物の検出および同定手法の開発

岐阜薬科大学 機能分子学 稲 垣 直 樹 PH―04 2 表皮角化細胞を用いた掻痒発生機序の解析および掻痒抑制
法の開発

岐阜薬科大学 薬化学 永 澤 秀 子 PH―05 5 がん細胞のエネルギー代謝修飾物質の探索研究
岐阜県中央家
畜保健衛生所 浅 井 礼 子 EI―01 2 家畜の病原体のシークエンス解析
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3 ゲノム研究分野共同利用機器紹介
⑴ DNA関連機器

1―〈1〉―（1） マルチキャピラリーDNAシーケンサー
ABI Prism3100Genetic Analyzer
アプライドバイオシステム社

4色蛍光標識を用いた蛍
光ジデオキシターミネー
ター法及び4色蛍光プラ
イマー法による DNA の
塩基配列を決定する装
置。電気泳動キャピラリ
を16本装備。ポリマー充
填、サンプル注入、分離
と検出、データ解析は全
て自動。GeneMapper により AFLP 解析、SNPs 解析
にも対応。96ウェルあるいは384ウェルプレートを2
枚セット可能。2．5時間で650塩基×16試料の分析が可
能。受託解析に使用。

1―〈1〉―（2） マルチキャピラリーDNAシーケンサー
ABI Prism3130XL Genetic Analyzer
アプライドバイオシステム社

DNA の塩基配列決定やフラグメント解析に利用。
3100ジェネティックアナライザ同様、16本キャピラ
リーを搭載するが、新型ポリマーでより短時間で配列
の決定が可能。
2台所有。受託解析に使用。

1―〈1〉―（3） DNA多型解析ソフト
ジーンマッパー
アプライドバイオシステム社

DNA フラグメントのサイズコールからアレルコール
を行うジェノタイピングソフトウェア。

1―〈1〉―（4） マルチキャピラリーDNAシーケンサー
3500xL Genetic Analyzer
サーモフィッシャーサイエンティフィック社

電気泳動キャピラリを24
本装備。先進的な温度制
御機構により温度コント
ロールの精度を改善。
RFID（無線 IC タグ）技
術で消耗品のデータの管
理。70分で650塩基×24試料の分析が可能。受託解析
に使用。
※2016年2月導入

1―〈2〉―（1） リアルタイム定量PCR
ABI PRISM7000
アプライドバイオシステム社

リアルタイム定量 PCR システムと専用試薬の組合せ
により、指数関数的な増幅領域での検出が可能。
多色プローブによる検出
に対応、PCR 増幅プロッ
トのリアルタイムモニタ
リング、融解曲線分布、
アレル識別結果を見やす
く表示、＋／－アッセイ
サンプルを自動的に判
定、本体前面からの簡単
なプレートセッティン
グ、4色フィルタホイー
ルと、CCD カメラによる多色蛍光検出。基準とした
サンプルとの CT（Threshhold Cycle）値の差を用い
る相対定量の実験、自動解析が可能。 発現定量・SNP
タイピング・細菌検査等幅広いアプリケーションに対
応。

1―〈2〉―（2） リアルタイム定量PCR
ABI Step One Plus
アプライドバイオシステム社

4色／96ウェルフォー
マットで、精度の高い定
量リアルタイム PCR を
実 現。FAMTM／SYBRⓇ

Green、VICⓇ ／JOETM、
ROXTM 、 TAMRATM な
どの蛍光色素が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝
子の定量、SNP ジェノタイピング、プラス／マイナ
ス・アッセイなどの実験が出来る。従来の個体どうし
の比較のみならず、集団間の比較を行うことが可能。
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1―〈3〉―（5） バイオアナライザ
2100BioAnalyzer
アジレントテクノロジー社

通常、DNA 分析ではゲ
ル電気泳動、タンパク質
分析では SDS-PAGE で
得る結果を、専用チップ
を使用して短時間、簡単
に得るための装置（最大
12サンプルの定性および
定量のデジタルデータを30分で取得可能）。抽出した
RNA の品質評価も可能。

1―〈3〉―（6） ハイブリダイゼーションオーブン
G2545A
アジレントテクノロジー社

DNA マイクロアレイの
ハイブリダイゼーション
ためのインキュベータ。
取り外し可能なロータ
ラックを備え、回転速度
とハイブリダイゼーショ
ン温度の設定が可能。最
大24個のオリゴ DNA マ
イクロアレイ用ハイブリ
ダイゼーションチャンバを固定可能。

1―〈3〉―（7） DNAマイクロアレイスキャナー
Array Scan
アジレントテクノロジー社

Cy3、Cy5の二色法と
単色法に対応する高機能
スキャナ。解像度が2μm
で244K／枚などの高密
度アレイの分析が可能。

1―〈5〉―（1） エレクトロポレーター
Gene Pulser II
バイオラッド社

エレクトロポレーション
とは、電気パルスにより
瞬間的に細胞に穿孔し
DNA 等の高分子を細胞
に導入する方法。大腸菌
をはじめとする細菌の形
質転換、動植物細胞に
DNA を導入に使用。

1―〈5〉―（2） 遺伝子導入装置
Neon Transfection System
Life Technologies - Invitrogen 社

核酸を哺乳類細胞へ導入
する装置。初代培養細胞
や幹細胞といったトラン
スフェクションが難しい
細胞を含め、多くの細胞
で最大90％の導入効率を
実現。1回の反応で2×
104個から6×106個の細胞にトランスフェクション可
能。1種類の試薬であらゆるタイプの細胞に使用でき
る。エレクトロポレーションの条件を制限なく最適化
可能。

1―〈6〉―（1） マルチビーズバイオアッセイ装置
Luminex
ミリポア社

少量（～25μL）の試料をもとにマイクロビーズとフ
ローサイトメトリーを利用して最大100項目までサイ
トカインやリン酸化タンパク質などの定量測定ができ
る他、SNPs など DNA、microRNA の分析などにも
利用可能。

1―〈7〉―（1） パルスフィールドゲル電気泳動装置
CHEF-DRII
バイオラッド社

数百から数メガベース以上の DNA のシャープな分離
が可能。クロモゾームマッピング、RFLP 分析、ジー
ンマッピング等に使用。

⑵ タンパク質・プロテオーム関連機器
2―〈1〉―（1） MALDI-TOF／TOF質量分析装置
Bruker Ultraflex
日本ブルカー・ダルトニクス社

MALDI-TOF に よ る 総
MS 解 析 と、MALDI-
TOF／TOF タンデム 質
量分析を用いた詳細な
MS／MS 解析により、高
い確度とハイスループッ
トでタンパク質の同定が
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可能。総括的な MS / MS 情報が極微量の試料サンプ
ルから数秒で得られる。1fmol 以下のペプチド試料
についてアミノ酸配列の決定が可能。

2―〈1〉―（2） 質量分析装置
UPLC―MS
日本ウォーターズ社

耐圧性に優れ、2液によるグラディエント分析が可
能。UV 検出器を備えている。ESI 法による質量分析
が可能。

⑶ 光学系分析機器
3―〈1〉―（1） マルチ蛍光スキャナー
Typhoon9400
アマシャムバイオサイエンス社

放射性同位体と蛍光、ケ
ミルミネッセンスの3つ
のスキャンモードと、高
い感度と解像度によるマ
イクロアレイ解析、フラ
グメント解析や、二次元電気泳動解析等に対応。

3―〈2〉―（1），（2） マルチラベルプレートリーダー
Wallac1420ARVOsx（1）
Wallac1420ARVO SX-DELFIA（2）
パーキンエルマーライフサイエンス社

1420ARVOsxは96ウェル
プレートをはじめ、様々
プレートを用いて蛍光、
発光、蛍光偏光をハイス
ループットで測定可能。
96、384、1536ウェル標
準プレート、6、12、24、
48ウェル培養プレートに対応。ARVOsx-DELFIA は
時間分解蛍光測定が可能。

3―〈3〉―（1） 冷却CCDカメラ
Ez―キャプチャーAE―9150
ATTO社

冷却 CCD カメラを利用して発
光を検出する。ウェスタン・サ
ザン・ノーザンブロットにおけ
るケミルミ検出などに利用可
能。

3―〈3〉―（2） 蛍光発光イメージングシステム
AEQUORIA
浜松ホトニクス社

超高感度冷却 CCD カメ
ラにより組織レベルの蛍
光・発光の検出が可能。

3―〈4〉―（1） 微量サンプル分光光度計
NanoVue
GEヘルスケアバイオサイエンス社

キュベットを使用せず、
少量試料の測定が可能。
CyDye 標識、核酸濃度・
純度、タンパク質濃度な
どの測定に使用。

3―〈4〉―（2） 分光光度計
Ultrospec2100pro
GEヘルスケアバイオサイエンス社

紫外から可視領域におけ
る試料の吸光度が測定で
きる装置。5μl の微量
試料に対応。核酸やタン
パク質の濃度測定などに
利用。

3―〈5〉―（1） イメージングサイトメーター
IN Cell Analyzer2200
GEヘルスケアバイオサイエンス社

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動撮影
及び統計学的解析が行える。7色の半導体ランプに
よって多色での蛍光観察と撮影が可能。全自動で撮影
された画像を付属のソフトウェアで統計処理。薬剤の
量的評価や未知薬剤のスクリーニングなどにも使用可
能。
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3―〈6〉―（1） フローサイトメーター
セルアナライザーEC800
ソニー社

蛍光抗体で標識した細胞を高速に解析。オートサンプ
ラーによる48サンプル連続自動測定が可能。4本の
レーザー（405，488，561，642nm）と6個の蛍光検
出器を搭載。

3―〈6〉―（2） フローサイトメーター
セルソーターSH800
ソニー社

蛍光抗体で標識した細胞
を分取（ソーティング）
することができる。2方
向同時ソーティングおよ
び96ウェルプレートまで
のマルチウェルプレート
へのソーティングが可
能。4本のレーザー（405，488，561，638nm）と6
個の蛍光検出器を搭載。

⑷ 顕微鏡
4―〈1〉―（1） 共焦点レーザースキャン顕微鏡
LSM510
カールツァイス社

倒立型顕微鏡。光源に Ar（488
nm）及 HeNe（543nm）レーザー
を搭載、ピンホールの自動制御
によりクリアな共焦点蛍光像が
得られる。細胞内におけるタン
パク質の局在等の解析に力を発
揮。また、焦点面を変化させな
がら Z 軸の連続画像を取り込
み、コンピュータ上で立体画像
構築が可能。

4―〈1〉―（2） 共焦点レーザースキャン顕微鏡
LSM710
カールツァイス社

458，488，514，543，633nm のレーザーを搭載。タ
イムシリーズ、FRAP、FRET の他に、スペクトルイ
メージング（近接した蛍光の分離、スペクトルカーブ
の測定）も可能。

4―〈2〉―（1） 倒立型蛍光顕微鏡
Axiovert
カールツァイス社

4―〈3〉―（1） 正立型顕微鏡
Axioscop
カールツァイス社

4―〈4〉―（1） 実体顕微鏡
Stemi2000＋
カールツァイス社
Axioskop

⑸ バイオインフォマティクス関連機器
5―〈1〉―（1） 電気泳動ゲル画像解析装置
Image Master Platinum
アマシャムバイオサイエンス社

二次元電気泳動で分離さ
れたタンパク質スポット
パターン、等電点、分子
量、ボリューム等を解
析 。 ImageMaster 2 D
Elite、2D Database は
2種類以上のゲルの比較
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解析からスポットの有無、増減の数値化やデータベー
ス化をサポート。ゲル、ブロッティングメンブレンの
画像はデスクトップスキャナー Image Scanner また
はバリアブルイメージアナライザー Typhoon などの
画像解析装置からは TIFF 形式の取り込みが可能。
主要機能
・スポット検知、バックグラウンド削除
・100枚までの自動スポットマッチング
・マーカー／マーカースポットからの分子量・等電点

決定
・マッチングスポットの量変化の表示
・インターネットデータベースの検索
・2D DIGE に対応

5―〈1〉―（2） 電気泳動ゲル画像解析装置
Image Master VDS
GE Healthcare Bioscience 社

5―〈2〉―（1） 蛋白質立体構造情報解析装置
DSModeling
Accelrys 社

蛋白質・核酸の立体構造
を3次元的に可視化する
装置。ホモロジーモデリ
ング法とモレキュラーダ
イナミックス法により高
分子の立体構造を予測す
るシステム。

5―〈3〉―（1） プロテオミクス支援システム
MASCOT
Matrix Science 社

タンパク質の遺伝子同定
を支援するシステム。
データベースをもとに仮
想上のペプチド断片の
セットを発生、MALDI-
TOF に よ る ペ プ チ ド
MS フィンガープリン
ティングや TOF／TOF 解析で得られる試料のデータ
と照合することにより遺伝子を同定。

5―〈3〉―（2） プロテオミクス支援システム
ProteinLynx Global SERVER（PLGS）
Waters 社

Waters Xevo QTof の 精
密質量データを基とし
て、独自のフィルタリン
グ機能や計算機能を用い
て解析を行う、定量的お
よび定性的プロテオミク
ス研究の MS インフォマ
ティクスプラットフォーム。

5―〈4〉―（1） 分子間ネットワーク／パスウェイ解析
データベース
IPA
トミーデジタルバイオロジー社

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミクス、
RNA-Seq などの実験より得られたデータをもとにし
て生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析を行うこと
ができるソフトウェア。豊富な相互作用情報や分子情
報がデータベース化されているため、分子生物学の辞
書としても使用可能。

5―〈5〉―（1） マイクロアレイ用データ解析ソフトウェア
GeneSpring
トミーデジタルバイオロジー社

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析な
ど、さまざまな機能を搭載したデータマイニングソフ
トウェア。遺伝子発現解析機能に加え、miRNA、Real-
TimePCR、CNV、SNP、Pathway 解析等も行う事が
可能。
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⑹ クロマトグラフィー・電気泳動関連機器
6―〈1〉―（1） 高速液体クロマトグラフィー
HPLC（AKTA）
GE HealthcareBioscience 社

ポンプ、検出器、フラクションコレクターを内蔵した
一体型の低圧クロマトグラフィーシステム。His-tag
タンパク質などの精製に利用できる。

6―〈2〉―（1） 等電点電気泳動システム
IPGphor＋SE600Ruby＋Ettan Dalt6
アマシャムバイオサイエンス社

等電点電気泳動と SDS ポリアクリルアミドゲル電気
泳動により、数千個のタンパク質を2次元で展開。

⑺ 遠心分離機
7―〈1〉―（1） 超遠心分離機
ベックマンコールター社
Optima L―70K
ベックマンコールター社

最 高70krpm。10ml×6本 の
超遠心分離が可能。

7―〈1〉―（2） 微量超遠心分
Optima TL
ベックマンコールター社

最高100krpm。微量試料
1．5ml×6本の超遠心分
離が可能。

⑻ 培養機・細胞破砕機
8―〈1〉―（1） 振盪培養機
TA-20R-FF
高崎科学器械

20本の500ml フラスコを
往復または旋回で振盪。
温度範囲：15℃～60℃。
振盪スピード：50～150
rpm。
上部：往復振盪専用
下部：旋回振盪専用

8―〈4〉―（1） 密閉型超音波破砕機
Biorupter
コスモバイオ社

密閉式で複数試料の同時
超音波処理が可能。10ml
用スピッツなら最大24
本、1．5ml マ イ ク ロ
チューブなら24本、50ml
チューブなら12本。マル
チタイマーにより破砕時
間のセットが可能。

8―〈4〉―（2） ビーズ式ホモジナ
イザー
マルチビーズショッカー
MB455GU（S）
安井器機株式会社

試料をガラスビーズやメタル
コーンと共に撹拌することで破
砕。試料間のクロスコンタミ
ネーションや RNase の混入を
防止。酵母、バクテリア、カビ、固い動物組織、植物
組織を数十秒～数分で破砕。

8―〈5〉―（1） ポリトロンホモゲナイ
ザー
PT―2100
Kinematica 社

ドライブシャフトの先端にある回転
刃を高速で回転させることで生じる
水流と、キャビテーションによる超
音波で試料を破砕。動物や植物の組
織からの RNA 抽出等に使用。
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4 利用の手引き（平成27年1月5日改定）

⑴ 利用者資格・登録
① 利用者資格

岐阜大学生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）
を利用できる者は、岐阜大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野
長（以下「分野長」という。）が適当と認めた者とする。

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者
利用に際しては、利用責任者（利用についての責任を持つ者で、教員に限る）より、経費負
担責任者（利用に係る経費について責任を持つ者で、教員に限る）と利用者を明記した利用
登録申請書を分野長に提出して承認を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用
開始日の属する年度末までを限度とする。また、共同利用機器の利用者については、承認を
得た者のうち該当機器の講習会やトレーニングコースに参加した者、操作に習熟した者及び
操作に習熟した者の下で利用するものとする。

③ 利用登録申請方法
利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内「利用登録申請」の項を
参照して利用責任者が申請する。

④ 登録内容の変更・利用中止
登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責
任者は速やかに、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならな
い。

⑤ 利用承認の取消し
利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせ
る場合、分野長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることがで
きる。

⑵ 利用料
利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、
寄付金、受託研究費、科学研究費補助金の振替により行う。

⑶ 業績の提出について
利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分（1～12月）、次年度に利用を継続し
ない場合は当該年度の業績（論文・著書）を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提
出しなければならない。

⑷ 休業日・利用時間・時間外利用
① 休業日

土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12月29日から翌年1月3日までを
ゲノム分野の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、
又は定めることがきることとする。

② 平日利用時間
平日（休業日以外の日）の利用時間は、9時から17時までとする。ただし、分野長が必要と
認める場合は利用時間を変更できることとする。

③ 時間外利用
平日の利用時間外（17時～翌朝9時）にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として
該当日の16時までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出するものと
する。また、休業日にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として利用前平日の16時
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までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出し、1利用機種につき500
円の追加料金を負担するものとする。

⑸ 共同利用機器・受託解析の利用
① 利用料

別項の料金表に従うものとする。
② 利用手続き

利用者は、ゲノム研究分野のホームページにて該当機器の予約手続きを行うものとする。
予約は2ヶ月先の月末までを限度とし、1回分の予約は原則として24時間以内とする。
同一グループの連日予約は原則2日までとし、更に連日の使用を希望する場合はゲノム研究
分野に相談することとする。

③ 機器不調・損傷
機器に不調・損傷が見られた場合、利用者は直ちに管理室に連絡することとし、そのまま使
用してはならない。
利用者の不注意によって機器を不調にしたり、損傷した場合の修理費は経費負担責任者が負
うものとする。

④ 機器の利用記録
使用記録簿が設置されている機器を利用した場合は、利用者はその都度必要事項を記入しな
ければならない。

⑹ 実験室等の利用
① 利用料

別項の料金表に従うものとする。
② 利用手続き

植物用グロースキャビネット、実験台、実習室、研修セミナー室、P3レベル実験室、植物
栽培室、P1温室を利用しようとする場合、利用責任者はそれぞれの利用申込書（別紙様式
第2号～第6号）により手続きを行うものとする。

③ 利用終了、中止の際の原状復帰
利用を終了または中止したとき、利用責任者は、速やかに実験室等を原状に復帰すると共に、
管理室にその旨を報告してゲノム研究分野による利用終了確認を受けなければならない。

④ ゲノム研究分野内の飲食
ゲノム研究分野内での飲食は、所定の場所で行うこととする。

⑤ ゴミの処理
実験等で出たゴミは、できる限り各自で持ち帰ることとする。

⑺ 小型機器の貸出し
ゲノム研究分野所有の小型機器の貸出しを希望する場合、利用責任者は当分野に相談の上、
小型機器貸出し申込書（別紙様式第9号）により手続きを行うものとする。

⑻ 機器の持込み
① 機器の搬入

利用者がゲノム研究分野に持ち込む機器は必要最小限の小型機器とし、大型機器を搬入して
はならない。
小型機器をゲノム研究分野に搬入する場合、利用責任者は当分野に相談の上、小型機器搬入
申込書（別紙様式第7号）により手続きを行うものとする。

② 搬入した小型機器の所属表示、維持・管理
搬入した小型機器には利用責任者の氏名、連絡先を明記することとし、その維持・管理は、
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利用責任者が行うものとする。
③ 搬入した小型機器の搬出

承認期間が満了したとき、利用責任者は搬入した小型機器を速やかに搬出しなければならな
い。

⑼ ゲノム研究棟出入りの方法
ゲノム研究棟及びゲノム研究棟 RI 実験室への出入りは、利用登録申請書を提出し認証登録
を完了した職員証カード、学生証カード、または Felica 式施設利用証を使用するものとす
る。

⑽ 緊急事態発生の際の措置
緊急事態が発生した場合、利用者は各部屋に表示してある緊急避難経路、ガスの元栓の場所、
電源の場所を参照して適切に対処すること。

⑾ 利用上の問題点の処理
利用者がゲノム研究分野の利用で問題を感じた場合、ゲノム研究分野の教員を通じて分野長
に申し出ることとする。分野長は、必要に応じてセンター長に報告すると共に運営委員会で
審議の上、改善を図るものとする。
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別紙 ゲノム研究分野利用料金表 平成27年度

事 項 料金 備考
1．登録料

（1） 登録料 1，000円／人・年 ※年度毎の更新（4／1～3／31）
2．受託料金表 ※n―〈n〉―（n）は管理番号
DNA 受託解析

1―〈1〉―（2） DNA シーケンサー3130（反応済） 200円／サンプル
（1～95サンプル）

※96サンプル以上
150円／サンプル

1―〈1〉―（2）、（4） DNA シーケンサー3130、3500（反応前） 700円／サンプル
（1～29サンプル）

※30～94サンプル
500円／サンプル

※95サンプル以上
350円／サンプル

※大量サンプル応相談

1―〈1〉―（1） DNA シーケンサー3100（フラグメント解析） 200円／サンプル
（1～95サンプル）

※96サンプル以上
150円／サンプル

シーケンスオプションサービス
（PCR 増幅・PCR 産物精製など） 個別相談

RNA 受託分析

1―〈3〉―（5） バイオアナライザ Agilent2100 5，000円／分析
（1～11サンプル）

※試薬・チップ代含む
※チップのみ3，000円

16SrRNA 配列解析

16SrRNA 配列解析（細菌の同定） 10，000円
／1サンプル ※相同性検索含む

3．共同利用機器料金表 ※n―〈n〉―（n）は管理番号
DNA 関連機器
1―〈1〉―（1）、（2）、（4） DNA シーケンサー3100、3130、3500 受託料金表参照 ※受託のみ

1―〈1〉―（3） DNA 多型解析ソフトジーンマッパー ―――

1―〈2〉―（1） リアルタイム定量 PCR ABI PRISM7000 500円／使用 ※1使用＝3時間迄
（3時間以上使用＝2使用～）

1―〈2〉―（2） リアルタイム定量 PCR ABI Step one plus 500円／使用 ※1使用＝3時間迄
（3時間以上使用＝2使用～）

1―〈3〉―（5） バイオアナライザ Agilent2100 ――― ※チップ3，000円／1枚
※受託分析は受託料金表参照

1―〈3〉―（6） ハイブリダイゼーションオーブン Agilent G2545A 1，000円／使用
1―〈3〉―（7） マイクロアレイスキャナ Agilent DNA 1，000円／スキャン
1―〈5〉―（1） エレクトロポレーター Gene Pulser II ―――

1―〈5〉―（2） 遺伝子導入装置 Neon Transfection system ――― ※利用は要相談
※10μl キット2，000円／1使用

1―〈6〉―（1） マルチビーズバイオアッセイ装置 Luminex 500円／使用
1―〈7〉―（1） パルスフィールドゲル電気泳動装置 CHEF-DR II 500円／泳動 ※利用は要相談
1―〈8〉―（1） UV クロスリンカー GS Gene Linker ※利用は要相談

タンパク質・プロテオーム関連機器

2―〈1〉―（1） 質量分析装置 MALDI-TOF/TOF 1，000円／時間

※キャリブレーション
スタンダード
7，000円／1本

※アンカーチップ
21，000円／1枚

2―〈1〉―（2） 質量分析装置 UPLC-MS 1，000円／使用
光学系分析機器

3―〈1〉―（1） マルチ蛍光スキャナ Typhoon9400 500円／使用

3―〈2〉―（1） マルチラベルプレートリーダー
Wallac1420ARVO SX 300円／時間

3―〈2〉―（2） マルチラベルプレートリーダー
Wallac1420ARVO SX-DELFIA 300円／時間

3―〈3〉―（1） 冷却 CCD カメラ Ez―キャプチャー AE―9150 250円／時間
3―〈3〉―（2） 蛍光発光イメージングシステム AEQUORIA 500円／使用
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3―〈4〉―（1） 微量サンプル分光光度計 NanoVue ―――
3―〈4〉―（2） 分光光度計 Ultrospec2100pro ――― ※利用は要相談

3―〈5〉―（1） イメージングサイトメーター
IN Cell Analyzer（撮影） 500円／使用 ※解析ソフトのみの

利用は無料
3―〈6〉―（1） フローサイトメーター セルアナライザー EC800 500円／使用
3―〈6〉―（2） フローサイトメーター セルソーター SH800 500円／使用 ※チップ3，000円／1枚

顕微鏡
4―〈1〉―（1） 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM510 500円／使用
4―〈1〉―（2） 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM710 1，000円／使用
4―〈2〉―（1） 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250円／使用
4―〈3〉―（1） 正立顕微鏡 Axioskop ―――
4―〈4〉―（1） 実体顕微鏡 Stemi2000 ―――

バイオインフォマティクス関連機器

5―〈1〉―（1） 電気泳動ゲル画像解析装置
Image Master2D Platinum 1，000円／使用

5―〈2〉―（1） タンパク質立体構造情報解析装置 DSModeling 30，000円／年又は
＊1，000円／使用

5―〈3〉―（1） プロテオミクス支援システム MASCOT ―――

5―〈3〉―（2） プロテオミクス支援システム
ProteinLynx Global SERVER ―――

5―〈4〉―（1） 分子間ネットワーク／パスウェイ解析データベース IPA ――― ※利用可能期間
2015．9．1～2016．3．31

5―〈5〉―（1） マイクロアレイ用データ解析ソフトウェア
GeneSpring ――― ※利用可能期間

2016．3．17～2016．9．30
クロマトグラフィー・電気泳動関連機器

6―〈1〉―（1） 高速液体クロマトグラフィー AKTA prime 1，000円／日 1日＝朝9時～翌朝9時

6―〈2〉―（1） 等電点電気泳動システム
IPGphor+SE600Ruby+Ettan Dalt6 1，000円／使用

遠心分離機
7―〈1〉―（1） 超遠心分離機 Optima L―70K 1，000円／1使用 1使用＝24時間
7―〈1〉―（2） 微量超遠心分離機 Optima TL 1，000円／1使用 1使用＝24時間

培養機・細胞破砕機
8―〈1〉―（1） 振とう培養器 TA―20R―FF ―――
8―〈4〉―（1） 密閉型超音波破砕機 Biorupter ―――

8―〈4〉―（2） ビーズ式ホモジナイザー
マルチビーズショッカー MB455GU（S） ―――

8―〈5〉―（1） ポリトロンホモゲナイザー PT―2100 ―――
3．実験室・実験台

（1） 動物遺伝子実験室（302）実験台
（1スペース分：中央実験台半分） 10，000円／月

（2） P3レベル実験室 10，000円／週
（3） 植物用グロースキャビネットコイトトロン（401） 5，000円／月
（4） 植物栽培室 10，000円／月
（5） P1温室 50，000円／月
（6） 研修セミナー室 400円／時間 ※学外対象

4．時間外利用料金

（1） 時間外利用料金 500円／使用 ※土日祝日他
当分野が定める休館日
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5 平成27年度活動状況報告
⑴ 講習会・セミナー等
◆平成27年5月25日（月）11：00～12：00、13：30～15：30、16：00～18：00

26日（火）10：00～12：00、13：00～15：00
生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野機器講習会

［共焦点レーザー顕微鏡 Carl Zeiss LSM710］ 参加者25名

◆平成27年6月10日（水）14：00～15：00
生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー

［ロングリード型次世代シーケンサ PacBio RS Ⅱ セミナー］ 参加者17名

◆平成27年6月25日（木）14：00～15：00
生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー

［卓上型電子顕微鏡 Miniscope］ 参加者19名

◆平成27年9月14日（月）14：00～18：00
生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野機器講習会

［GeneSpring／IPA 講習会］ 参加者18名

◆平成27年8月7日（金）9：30～16：30
［中学生のための生命科学体験プログラム「君にもできる DNA 鑑定」］ 参加者26名

◆平成27年8月18日（火）9：30～16：30、19日（水）9：30～16：30
［高校生のための生命科学体験プログラム「ゲノムって何？」］ 参加者21名

◆平成27年11月25日（水）14：00～15：30
生命科学総合研究支援センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー

［いまさら聞けない PCR の基礎と応用］ 参加者68名
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H27年度 利用登録数

H27年度 DNA シーケンサ3100／3130XL／3500XL 利用推移

H27年度 リアルタイム定量 PCR 及び Step One Plus 利用推移
H27年度シーケンス学部別受託件数（反応済）

H27年度 UPLC-MS（Q-tof）利用推移 H27年度シーケンス学部別受託件数（反応前）

H27年度シーケンス学部別受託件数（フラグメント）
H２７年度共焦点レーザー顕微鏡 LSM510／LSM710利用推移

⑵ ゲノム研究分野利用状況



―35―

室名（室番号） 利用責任者（登録番号）
植物栽培室（403）
植物用グロースキャビネット
P1温室
4F 実験室
実験台

小山 博之（AG―11）
須賀 晴久（L S―02）
清水 将文（AG―72）
光永 徹（AG―27）
中村 浩平（AG―73）

⑶ 共同スペース利用状況
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⑷ 平成27年度業績論文等
RS―02
［1］向井貴彦・二村凌・丹羽大樹・後藤暁彦・三輪直生・石塚航・矢追雄一・高木雅紀（2015）．“岐

阜県揖斐川支流におけるイワナとアマゴの交雑個体の形態および遺伝的特徴” 魚類学雑誌
62巻 149―156

［2］向井貴彦・北原佳郎・森口宏明・酒井博嗣・浅香智也・地村佳純（2015）“西日本における琵
琶ヨシノボリ外来個体群の分布”日本生物地理学会会報 70巻 173―180

ED03
［3］古屋康則・三橋直哉・安房田智司・伊藤岳・宗原弘幸（2015）“カジカ科スイ Vellitor centro-

pomus における雌雄の生殖腺組織と体内配偶子会合の確認”62（2）：121―132
ED06
［4］Fujimoto, S., Miyake, T. and Yamahira, K．（2015）“Latitudinal variation in male competitiveness

and femalechoosiness in a fish: are sexualselection pressures stronger at lower latitudes?” Evo-
lutionary biology,42（1）:75―87

ED08
［5］川上紳一・古川真衣・勝田長貴・益子典文・小嶋智・山中敦子・三河内岳・安田敦・薮田ひか

る（2015）“モロッコ産隕石の収集と科学教育における活用”日本科学教育学会研究会研究報
告29：25―30

［6］Yoshida H., Ujihara A., Minami M., Asahara Y., Katsuta N., Yamamoto K., Sirono S., Maruyama
I., Nishimoto S. , Metcalfe R.（2015）“Early post-mortem formation of carbonate concretions
around tusk-shells over week-month timescales” Scientific Reports, 5:14123

［7］Fukushi, K., Katsuta, N., Jenkins, R. G., Matsubara, K., Takayama, B., Tanaka, Y., Davaadorj, D.,
Batkhishig, O., Hasebe, N., Kashiwaya, K.（2015）“Centennial-scale environmental changes in
Terhiin Tsagaan Lake, Mongolia inferred from lacustrine sediment: preliminary results” Earth
surface processes and environmental changes in East Asia - records from lake-catchment sys-
tems,:25―44

［8］Hasebe, N., Itono, T., Katsuki, K., Murakami, T., Ochiai, S., Katsuta, N., Wang, Y., Lee, J. Y. ,
Fukushi, K., Ganzawa, Y., Mitamura, M., Tanaka, K., Kim, T. Y., Shen, J., Kashiwaya, K.（2015）
“Possible age models for Lake Onuma lacustrine sediments based on tuffs recovered in three
cores” Earth surface processes and environmental changes in East Asia - records from lake-
catchment systems,:239―255

MD―20
［9］Hayakawa M, Itoh M, Ohta K, Li S, Ueda M, Wang MX, Nishida E, Islam S, Suzuki C, Ohzawa K,
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［96］Komatsuzaki S, Ogawa E, Shimozawa N, Sakamoto O, Haginoya K,Uematsu M, Hasegawa Y,
Matsubara Y, Ohura T（2015）“First Japanese case of Zellweger syndrome with a mutation in
PEX14.” Pediatrics Internationa l57:1189―1192

［97］下澤伸行（2015）“ライソゾーム病・ペルオキシソーム病 診断の手引き”厚生労働省難治性
疾患等政策研究事業「ライソゾーム病（ファブリー病を含む）に関する調査研究班」編

［98］下澤伸行（2015）“副腎白質ジストロフィー”内分泌シリーズ 難治性内分泌代謝疾患 成瀬
光栄，平田結喜緒，田辺晶代編 Update78―80 診断と治療社

［99］下澤伸行（2015）“特集・第56回日本小児神経学会学術集会 シンポジウム5：見逃してはな
らない治療法のある，あるいは今後期待できる小児神経疾患”診断と治療の最前線 副腎白質
ジストロフィー 脳と発達47（2）117―121

［100］Shigeo Takashima（2015）“Drosophila as a Model to Study Intestinal Stem Cells” eLS, DOI:10.
1002／9780470015902．a0022526.

LS―07
［101］Masaki Takahashi, Yuki Numata, Michiki Ui, Toshiyasu Inuzuka, Tetsuya Sengoku, Hidemi

Yoda（2015）“Gap-filling functionality of energy transmitter on cascade energy transfer in a un-



―43―

imolecular anthracene／perylene／rhodamine system” Tetrahedron Letters Volume56, Issue2,
8 January, Pages430―433

［102］Tetsuya Sengoku, Yusuke Murata, Yuwa Aso, Ai Kawakami, Toshiyasu Inuzuka, Masami
Sakamoto, Masaki Takahashi, and Hidemi Yoda（2015）“Indium-Catalyzed Amide Allylation of
N-Carbonyl Imides: Formation of Azaspiro-γ-lactones via Ring Opening-Reclosure” Org. Lett.,
17（23）,5846―5849

PH―01
［103］Naoki Mizutani, Minami Inoue, Yukari Omori, Hiromi Ito, Keiko Tamiya-Koizumi, Akira

Takagi, Tetsuhito Kojima, Mitsuhiro Nakamura, Soichiro Iwaki, Masahiro Nakatochi, Motoshi
Suzuki, Yoshinori Nozawa and Akashi Murate（2015）“Increased acid ceramidase expression
depends onupregulation of androgen-dependent deubiquitinases, USP2, in a humanprostate can-
cer cell line, LNCaP.” J Biochem158（4）:309―319

［104］Naoki Mizutani, Yukari Omori, Koji Tanaka, Hiromi Ito, Akira Takagi, Tetsuhito Kojima,
Masahiro Nakatochi, Hideo Ogiso, Yoshiyuki Kawamoto, Mitsuhiro Nakamura, Motoshi Suzuki,
Mamoru Kyogashima, Keiko Tamiya-Koizumi, Yoshinori Nozawa, Takashi Murate.（2015）“In-
creased SPHK2 Transcription of Human Colon Cancer Cellsin Serum-Depleted Culture: The
Involvement of CREB Transcription Factor.” JCell Biol.10,2227―2238

⑸ ゲノム研究分野教員の教育研究活動等
① 教育活動

大学院連合創薬医療情報研究科（下澤）
代謝病態制御学特論，創薬医療情報トピックス

大学院連合農学研究科（須賀）
副指導教員

大学院応用生物科学研究科（須賀）
分子植物病学特論1単位
主指導教員
副指導教員

医学部（下澤）
テュトーリアル「成育」コース小児病態学
「遺伝性小児神経筋疾患」2時間

医学部テュトーリアル選択配属（下澤，高島）
3名，10週間

応用生物科学部（須賀）
応用植物科学実験実習 I2単位13人で分担
植物病理学2単位 2人で分担（8回講義分）
微生物学2単位 2人で分担（8回講義分）
卒業研究 6単位

②研究活動
〈学術論文〉
（和文著書）

1．下澤伸行．ペルオキシソーム病（ペルオキシソーム形成異常症）．こどもの病気 遺伝につい
て聞かれたら p68―69．診断と治療社．東京．2015

2．下澤伸行．副腎白質ジストロフィー．こどもの病気 遺伝について聞かれたら p137―139．
診断と治療社．東京．2015
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3．ライソゾーム病・ペルオキシソーム病 診断の手引き 厚生労働省難治性疾患等政策研究事業
「ライソゾーム病（ファブリー病を含む）に関する調査研究班」編 診断と治療社．東京．2015

4．下澤伸行．副腎白質ジストロフィー難病辞典 尾崎承一編 pp485―489．学研メディカル秀潤
社．東京．2015

5．下澤伸行．ペルオキシソーム病 難病辞典 尾崎承一編 pp490―492．学研メディカル秀潤
社．東京．2015

6．下澤伸行．副腎白質ジストロフィー 内分泌シリーズ 難治性内分泌代謝疾患 Update 成瀬
光栄，平田結喜緒，田辺晶代編 pp78―80．診断と治療社．東京．2015

（英文原著）
1．Sasai H, Shimozawa N, Kawamoto N, Yamamoto T, Kimura T, Kawamoto M, Matsui E, Fukao

T: Successive MRI findings of reversible cerebral white matter lesions in a patient with cys-
tathionine β-synthase deficiency. Tohoku J Exp Med237:323―327,2015.

2．Komatsuzaki S, Ogawa E, Shimozawa N, Sakamoto O, Haginoya K, Uematsu M, Hasegawa Y,
Matsubara Y, Ohura T: First Japanese case of Zellweger syndrome with a mutation in PEX14.
Pediatrics International57:1189―1192,2015.

3．Matsunami M, Shimozawa N, Fukuda A, Kumagai T, Kubota M, Chong PF, Kasahara M:
Living-donor liver transplantation from a heterozygous parent for infantile Refsum disease. Pe-
diatrics, in press.

4．Rahman MZ, Abdelzaher H, Mingzhu L, Motohashi K, Suga H, Kageyama K, Pythium rishiri-
ense sp. nov. from water and P. alternatum sp. nov. from soil, two new species from Japan.
FEMS Microbiology Letters,362: fnv086,2015

5．Rahman MZ, Uematsu S, Kimishima E, Kanto T, Kusunoki M, Motohashi K, Ishiguro Y, Suga H,
Kageyama, Two plant pathogenic species of Phytophthora associated with stem blight of Eas-
ter lily and crown rot of lettuce in Japan. Mycoscience,56:419―433,2015

6．Rahman MZ, Uematsu S, Suga H, Kageyama K, Diversity of Phytophthora species newly re-
ported from Japanese horticultural production. Mycoscience,56:443―459,2015

7．Wenzhuo F, Ishiguro Y, Hotta K, Watanabe H, Suga H, Kageyama K, Simple detection of Py-
thium irregulare using loop-mediated isothermal amplification assay. FEMS Microbiology Let-
ters,362: fnv174,2015

8．Tateishi H, Suga H, Species composition, gibberellin production and sensitivity to ipconazole of
the Fusarium fujikuroi species complex isolates obtained before and after its launch. Journal of
Pesticide Science,40:124―129,2015

（英文総説）
1．Takashima S. Drosophila as a Model to Study Intestinal Stem Cells. eLS DOI : 10. 1002／

9780470015902. a0022526.2015.
（和文原著）

なし
（和文総説）

1．福田冬季子，下澤伸行．特集・第56回日本小児神経学会学術集会 シンポジウム5：見逃して
はならない治療法のある，あるいは今後期待できる小児神経疾患：診断と治療の最前線 序論

脳と発達47（2）105．2015．
2．下澤伸行．特集・第56回日本小児神経学会学術集会 シンポジウム5：見逃してはならない治

療法のある，あるいは今後期待できる小児神経疾患：診断と治療の最前線 副腎白質ジストロ
フィー 脳と発達47（2）117―121．2015．

3．下澤伸行．リレー随想「小児希少疾患の診断と研究の大切さ」小児科臨床68（8）1948―1951．
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2015．
4．下澤伸行．小児希少疾患―診断と難病対策―小児科臨床68（増刊号）これからの小児医療2249―

2252．2015．
5．須賀晴久，Fusarium fujikuroi 種複合体のフモニシン生合成遺伝子クラスターの進化．JSM My-

cotoxins，65：121―130，2015

〈学会発表〉
（招待講演・シンポジウム）

1．下澤伸行．ペルオキシソーム病 第11回先天代謝異常学会セミナー，大阪，2015
2．下澤伸行．副腎白質ジストロフィーの造血幹細胞移植療法の現状と問題点 シンポジウム「脳

を標的とした先天代謝異常症の治療戦略」第57回日本先天代謝異常学会，第13回アジア先天代
謝異常症シンポジウム，大阪，2015

3．下澤伸行．ALD＆ペルオキシソーム病の診断ガイドラインと診療ネットワーク，ライソゾー
ム病に関する調査研究班 市民フォーラム2016，東京慈恵会医科大学，2016

（国内）
1．Fusarium fujikuroi の二系統分化を支持する RNA polymerase second largest-subunit 中の一塩

基多型．須賀晴久，竪石秀明，月星隆雄，上垣隆一，清水将文，景山幸二，平成28年度日本植
物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセンター），2016／3

2．Fusarium fujikuroi におけるイネばか苗病菌のジベレリン産生力の違いの原因遺伝子解明．長
坂拓弥，景山幸二，清水将文，須賀晴久，平成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コン
ベンションセンター），2016／3

3．アフリカ産フザリウム属菌のウイルス様 dsRNA の性状解析．水谷行善，須賀晴久，鈴木信弘，
千葉壮太郎，平成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセンター），2016
／3

4．トルコギキョウ水耕栽培における Pythium irregulare のモニタリング．石黒泰，佐藤衛，福田
直子，須賀晴久，景山幸二，平成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセ
ンター），2016／3

5．トルコギキョウに発生した Pythium aphanidermatum による根腐病（病原追加）および圃場
周辺から分離される Pythium 属菌．林美希，大坪佳代子，菅原敬，須賀晴久，景山幸二，平
成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセンター），2016／3

6．Population genetic analysis of Pythium aphanidermatum using SSR marker. Borjigin C., Otsubo
K., Suga H., Kageyama, K., 平成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセン
ター），2016／3

7．LAMP 法による Phytophthora pseudolactucae の簡易検出技術の開発．馮文卓，須賀晴久，景
山幸二，平成28年度日本植物病理学会大会，岡山（岡山コンベンションセンター），2016／3

8．Fusarium fujikuroi のイプコナゾールに対する感受性とチトクロム P450遺伝子（CYP51）の塩
基配列と発現量，およびトランスポーター遺伝子（CF245）の発現量の関係．竪石秀明，三宅
泰司，須賀晴久，日本農薬学会第41回大会，島根（島根大学），2016／3

9．トマト青枯病に対する根圏細菌の生物防除能の評価．Marian Malek，Kheder Amr，Nishioka
Tomoki，Suga Haruhisa，Shimizu Masafumi，シンポジウム「共生微生物利用の今と未来」
富山（富山大学），2015／11

10．国内収穫イネ種子からのフモニシン産生 Fusarium の分離頻度．須賀晴久，瀧瀬康子，川畑文
子，中村浩平，第77回日本マイコトキシン学会学術講演会，山形（庄内産業振興センターマリ
カ市民ホール），2015／09

11．LAMP 法による Pythium spinosum の検出技術の開発．石黒泰，Le DP，馮文卓，須賀晴久，
景山幸二，平成27年度日本植物病理学会関西部会，徳島（あわぎんホール），2015／09
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12．根圏生息性 Flavobacterium および Chryseobacterium の分離培地．西岡友樹，景山幸二，須
賀晴久，百町満朗，清水将文，日本微生物資源学会第22回大会，鳥取（とりぎん文化会館），2015
／09

13．ジベレリン生合成遺伝子クラスターの部分導入による Fusarium fujikuroi のジベレリン産生力
の回復．長坂拓弥，景山幸二，清水将文，須賀晴久，第10回フザリウム研究会，三重（神宮会
館），2015／08

14．イネから分離された Fusarium fujikuroi 種複合体菌株のイプコナゾールに対する感受性と
CYP51遺伝子の塩基配列．竪石秀明，須賀晴久，第10回フザリウム研究会，三重（神宮会館），
2015／08

15．ネギ属根圏の細菌叢の網羅解析と優占菌群のキュウリつる割病抑制活性．西岡友樹，鈴木陽子，
田中千尋，小林一成，小林裕子，須賀晴久，百町満朗，清水将文，日本土壌微生物学会2015年
度大会，茨城（つくば国際会議場），2015／05

16．高島茂雄，豊吉佳代子，本田綾子，大場亜希子，下澤伸行．ペルオキシソーム形成異常症モデ
ルゼブラフィッシュの表現型解析．第57回日本先天代謝異常学会総会・第13回アジア先天代謝
異常症シンポジウム，大阪，2015

17．高島茂雄，伊藤貴洋，吉田敏，下澤伸行．LC／MS を用いたペルオキシソーム病関連因子の解
析．第57回日本先天代謝異常学会総会・第13回アジア先天代謝異常症シンポジウム，大阪，2015

③ 社会活動
下澤伸行

1．国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 医薬品等研究開発評価に係る専門委員
2．難病情報センター情報企画委員
3．岐阜県中央子ども相談センター児童処遇専門部会委員
4．NPO 法人「ALD 未来を考える会」顧問医

⑹ 補助金関連採択状況
下澤伸行

1．平成27～29年度文部科学省科学研究費基盤研究（B）「患者リソースと疾患モデルを融合した
副腎白質ジストロフィー病型診断・治療法の創出」研究代表者：6，600千円（13，000千円）

2．平成27～29年度文部科学省科学研究費挑戦的萌芽研究「ペルオキシソーム病患者幹細胞・疾患
モデル生物を用いた発生異常・病態解明と創薬研究」研究代表者：1，000千円（2，800千円）

3．平成27年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）分担研究者 「ライソゾー
ム病（ファブリ病含む）に関する調査研究」：900千円

須賀晴久
4．科学研究費補助金基盤研究（B）特設分野研究（研究分担者）「根分泌物質への走化性に基づ

く有用土壌細菌と植物相互作用成立機構の解明」（800千円）
5．農林水産省委託プロジェクト研究（カビ毒動態と生産低減技術の開発）（研究代表者）「イネに

おけるフモニシン産生フザリウム菌の実態と生産管理がフモニシン汚染に与える影響の解明」
（2，978千円）

高島茂雄
6．平成25～27年度文部科学省科学研究費若手研究（B）「ゼブラフィッシュを用いたペルオキシ

ソーム病発症メカニズムの解明」研究代表者：1，151千円（4，160千円）
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⑺ 新聞報道
1．中学生が DNA 鑑定 ：岐阜新聞（2015年8月10日）

2．コメ DNA を鑑定 ：中日新聞（2015年8月12日）
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3．遺伝子組み換え学ぶ ：中日新聞（2015年8月19日）

4．高校生，DNA に驚き ：岐阜新聞（2015年8月22日）


